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１．概要（Summary） 

MEMS などの機能性素子における高周波回路用コプ

レーナ（Coplanar Waveguide：CPW）線路の実装には

線路で生じる誘電損失を考慮したインピーダンス整合が

必要である．損失の主な要因は基材にあるため，基材の

特性を把握した上で線路を設計しなければならない．本

研究では，抵抗率が異なるSi基板上に作製したCPW線

路に，高周波電流を印加した際の挿入損失を測定するこ

とで，基材が伝送特性に与える影響を評価した． 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

高速マスクレス露光装置，ウエハスピン洗浄装置，厚膜 

フォトレジスト用スピンコーティング装置，電子線蒸着装置，

レジスト現像装置，高周波伝送特性測定装置 

【実験方法】 

  

  

Fig. 1にCPW線路を作製するためのプロセスフローを示

す．Fig. 1に従って，抵抗率 0.02，10~100 Ω・cmの Si

基板上に Au で構成される CPW 線路を作製した．高周

波電流を印加した際の挿入損失測定には，Fig. 2に示す

高周波伝送測定システムを用いた．測定周波数は 10 

MHzから 14 GHzとし，基材の抵抗率変化がCPW線路

の伝送特性に与える影響を調べた． 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 3に CPW線路の挿入損失を示す．抵抗率の違い

により挿入損失が変化することがわかった．これは基材の

交流電界に対する分極の応答速度が異なることで，誘電

損失に差が生じたためであると考えられる．今後，誘電損

失を考慮した材料設計を進める． 
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